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第１編 古地図・古絵図 

第１章 江戸期の地図・絵図 
図１１０１ 猿橋宿絵図 文化３年(1806)    都留市 蔵（森嶋家文書） 

 
 
図１１０２ 猿橋村絵図 弘化２年（1845）    

猿橋村田方破免絵図面 
   （大月市史）幡野逸男家文書  

 
水害の少ない猿橋村であるが、この年の大雨で

「あづくめ」および小倉等の枝郷で被害があった

模様。 

 
この地図はその災害を役所に報告する文書に添

付したものと考えられる。 
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図１１０３ 甲州道中分間絵図            

  

何の製作開始年？ 宿なら整備開始？ 完了→ （製作開始は寛政年間、完成は文化３年） 
 猿橋宿は日本橋から２４番目の宿。家数１３８軒ほど、本陣１・脇本陣２・旅籠１０軒を擁 
する繁華な宿場町だった。宿場の中心・問屋場は現在のガソリンスタンドあたりにあった。 

旧活版所があった辺りで五ヶ堰の分流が街道を横切っており、その土橋が宿場町の西側入口

だった。  
図１１０４ 同上 猿橋宿主要部  

 

殿上村 

蛇骨沢

下和田村 
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第２章 明治期の地図・絵図 
図１２０１ 猿橋近辺の地図 明治１５年（1882） 山梨県甲斐国全図より   

 

               （大月宿と駒橋宿が合併し「大橋駅」となっている。） 
図１２０２ 新猿橋架橋以前の猿橋北詰・南詰の絵地図 

 
南詰に猿橋警察署があった。その敷地を横切る道は川原へおりて行く現在の 
「アジサイ遊歩道」。 
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図１２０３ 明治１５年の国土地理院地図   

 

中央線開通以前の珍しい地図。郡役所（〇）・警察署（Ｘ）・心月寺（卍）・諏訪春日神社（）

が見える。白猿座と思われる大きな建物も見える。 

 
図１２０４ 明治４３年（1910）の国土地理院地図（中央線開通後）  
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図１２０５ 明治初期の公図（案）          藤本紘氏 蔵 

 

畳２畳程の大きさの図面。既に中央線の敷設経路が明かになっていたのか、原図では鉛筆で

当該場所に書き入れがある。しかし、鉄道敷設による分筆などはまだ行われていない。 

 
図１２０６ 明治３０年代（1897）の公図           大月法務局 蔵 

 

中央線の線路用地のために、多くの土地が文筆されていることがわかる。 
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図１２０７ 明治初期の絵地図                 水越孝之氏 所蔵 

 

                「明治初めより四十年頃の住民」との書き入れあり 

 
この絵図の作成者の署名はないが、現在の所有者（水越氏）によると、かつて横町の松葉地

区に住んでいた水嶋義雄氏とされている。 
水嶋氏は平成１０年（1998）に「八十五翁」と自称しているので、大正２年頃の生れと思わ

れるが、どのような史料をもとにこの明治の絵図面を書いたのかは不明である。 
以下、この絵地図を３分割して掲載する。（通常の地図と南北が逆となっているため注意） 
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第３章 大正期の古地図・絵図 

 
図１３０１ 山梨県北都留郡図 大正１４年（1925） （北都留郡誌の地図を一部加工）            

 
郡役所はまさに北都留郡の中央、要の位置にあった。 
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図１３０２ 大正初期（７年頃）の家並 
 水嶋義雄氏が大正期を回想して描いた猿橋町内６町の家並図。平成１０年（当時８５歳）の作

成。水嶋氏が住んでいた横町、および仲町・寿町の家並図には、その家に住む子供の名前が記入

されている。                            水越孝之氏 所蔵 

   

・新猿橋は未だ架橋されていない。 
・心月寺入口辺りは道を挟んで両側に家が並んでいたが、新猿橋

架橋の時の道路拡幅・切り下げで「片町」になった。また、この

工事に伴い心月寺への登り坂も急坂になった。 
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東町の空白を一文字削除 
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文中の句読点を中点に変更 枠を大きく る。を繋げる 
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・桜町に「三枡屋」、その隣に白猿座・・・ 
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文章変更 
・大布屋は大きな造り酒屋、そのとなりに登記所 
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図１３０３ 大正１１年の猿橋商店街絵図（天野美和さん提供の職業別明細図より）   

 
「水嶋氏の大正初期の絵地図（1301）」と時期はそれほど変らないが、内容は異なる 

所が多い。大正１１年（1922）当時としてはこの地図が恐らく正しいだろう。官庁や会社・商

店だけの案内なので一般住宅は記されていない。 
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第４章 昭和期の地図・絵図 
図１４０１ 昭和７年（1932）国土地理院 猿橋主要部    

 
 大原村役場（〇）は現在の警察派出所あたり、郵便局（〒）は仲町、小学校（文）は小柳

町にあった。伊良原に猿橋競馬場があったことがわかる。 
図１４０２ 猿橋町制施行時の猿橋町略図 昭和１０年（1935）  

 
明治４年（1871）、殿上村・猿橋村・小沢村・朝日小沢村・藤崎村が合併し大原村になり、

昭和１０年の町制施行で猿橋町となった。山を表す円形は等高線ではない。 
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図１４０３ 新猿橋架橋前の測量図 昭和７年（1874）       東京工事事務所 

新猿橋架橋で橋の北側も南側も大きな影響をうけた。特に南側は猿橋警察署をはじめ、第十銀

行支店・大黒屋・駿河屋など橋畔の旅館・商店などが移転、建て替えなど余儀なくされた。 

色付けに差し替え 

新猿橋・現在の「アジサイ遊歩道」の文字入れ 

貼付けが南北逆。これが正解 

現在のアジサイ遊歩道 

新猿橋 

北 ⇑ 
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図１４０４ 昭和３０年頃の町並図（仲町・横町） 尺度は不正確 （作成 一杉勝） 
「本頁・次頁の絵図は、記憶を呼び起こしての作図に付き実際とは異なる部分もあり」 
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図１４０５ 昭和３０年頃の町並図（寿町） 尺度は不正確 
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  図１４０６ 新しい「新猿橋」架橋（昭和 43 年（1968））による交通路の激変 

 

さるはし 

新猿橋 

新猿橋と区別するため、正式名称ではない

が、新々猿橋とした。 

この橋の完成により、宿場町独特のかぎ

形道路でなくなり、名橋猿橋を見ずにわ

ずかな時間で通過する町になった。 

この地図は何処から？ 
何年の物か？ 


